
IPASを介した神経細胞死の制御
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問い合わせ先：
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講 師 葛西 秋宅 先生

略 歴

平成23年3月 岩手大学大学院連合農学研究科 博士課程修了
平成23年4月 岩手医科大学医歯薬総合研究所 博士研究員
平成26年10月 東北大学大学院生命科学研究科 助教
平成29年4月 弘前大学大学院医学研究科 助教

論 文 ※講演内容に関した筆頭著者の原著論文に限定

(弘前大学医学研究科 分子生体防御学講座)
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